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（
一
）

　
同
じ
持
場
で
働
い
て
居
る
山
田
と
い
う
男
が
囁
い
た
。

「
オ
イ
、
何
で
も
ナ
、
近
け
え
内
に
政
府





の
役
人
の
良
い
所
が
巡
検
に
来
る
と

ヨ
」

「
エ
ッ
、
本
当
か
イ
夫

り
ゃ
ア
、
何

時

だ
っ
て
ヨ
」

「
サ
ア
、
其
奴





ア
判
ら
無
え
が
ナ
、
今
度
ア
今
迄
来
た
様
な
道
庁
の
木

ッ
葉

役

人
た
ア
違
う
か
ら
、
何
と
か
目
鼻
は
つ
け
て
呉
れ
る
だ
ろ
う
、
何
時
も
何
時
も

胡
麻
化
さ
れ
ち
ゃ
ア
返



る
ん
だ
が
、
今
度
ア
左

様

は
往

く
め
エ
、
然
し
之
で
万

一

駄
目
だ
と
な
り
ゃ
、
此
世
は
真
暗
闇
だ
ぜ
」

「
左
様
サ
、
何
し
ろ
役
人
位
え
に
ア
ビ
ク
ビ
ク
為

ね
え
悪
党
揃
だ
か
ら
ナ
、
今

迄
の
木
ッ
葉
役
人
は
瞞



か
さ
れ
た
り
、
脅
か
さ
れ
た
り
、
御
馳
走
さ
れ
た
り
で

追
ッ
払
わ
れ
た
ん
だ
が
、
東
京
か
ら
大
所
が
来
る
と
成
り
ゃ
、
今
度
ア
、
其
手

じ
ゃ
ア
往
か
ね
え
、
何
し
ろ
一
日
で
も
早
く
来
て
、
俺
ッ
ち
の
地
獄
の
責
苦
を

何
と
か
し
て
呉
れ
な
け
り
ゃ
、
余
命





ア
幾
何





も
あ
り
ゃ
し
ね
え
や
」

「
マ
ア
、
厳
重






吟
味
し
て
圧
制
な
…
…
」

　
突
然






に
近
い
所
で
、
巨



い
声
が
し
た
。

「
何
奴





だ
ア
、
何
ヨ
グ
ズ
グ
ズ
吐

き
ゃ
ア
あ
る
、
土
性
ッ
骨
ヒ
ッ
挫



か
れ
ね
エ

用
心
し
ろ
イ
」

　
帝
釈
天









と
綽
名





の
あ
る
谷
口
と
い
う
小
頭






だ
。

「
仕
事
の
手
を
緩



め
て
怠
け
る
算
段
計



り
為

て
け
ツ
か
る
、
互





に
話
ヨ
為
て
、

ズ﹅
ラ﹅
か﹅
る﹅
相
談
で
も
為
て
見
ろ
、
明
日
ア
天
日
が
拝
め
無
え
と
思
え
」

　
実
際
ウ﹅
カ﹅
ウ﹅
カ﹅
し
て
居
る
と
容
赦
な
く
撲
っ
た
り
、
蹴
倒
し
た
り
す
る
か
ら
、

ダ
ン
マ
リ
で
又
労
役
に
精
を
疲
ら
す
、
然
し
鳥
渡






鵜
の
目
鷹
の
目
の
小
頭
、
世

話
役
の
目
の
緩
む
の
を
見
て
同
様
の
会
話
が
伝
わ
る
、
外
の
組
へ
も
、
又
其
外

の
組
へ
も
、
悪
事
じ
ゃ
無
い
が
千
里
を
走
っ
て
、
此
現
場
中
へ
只



た
一
日
で
噂

は
拡
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
現
場
と
い
っ
て
も
、
丸
ノ
内
の
ビ
ル
ジ
ン
グ
建
築
場
で
も
、
大
阪
淀
屋
橋







架


換


工
事
場
で
も
、
関
門
連
絡
線
工
事
場
で
も
無
い
。
往

年







、
鬼
怒
川









水
電
水

源
地
工
事
の
折
、
世
に
喧
伝






さ
れ
た
状
況






を
幾
層
倍
に
し
て
、
今
は
大
正
の
聖

代
に
、
茲



北
海
道
は
北
見





の
一
角
×
×
×
川
の
上
流
に
水
力
電
気
の
土
木
工
事

場
と
は
表

向







、
監
獄
部
屋
の
通
称






が
数
倍
判
り
い
い
、
此
世
か
ら
の
地
獄
だ
。

　
此

所

に
居
る
自
分
と
同
じ
運
命
の
人
間
は
、
大
約






三
千
人
と
云
う
話
だ
が
、

内
容





は
絶
え
ず
替
っ
て
居
る
。
仕
事
の
適
否
と
か
、
労
働
時
間
と
か
、
栄
養
と

か
、
休
養
と
か
は
全
然
無
視
し
、
無
理
往
生
の
過
激
の
労
働
で
、
人
間
の
労
力

を
出
来
る
丈
多
量
に
、
出
来
る
丈
短
時
間
に
搾



り
取
る
。
搾
り
取
ら
れ
た
人
間

の
粕



は
バ
タ
バ
タ
死
ん
で
行
く
と
、
一
方
か
ら
新
し
く
誘
拐
さ
れ
て
、
タ﹅
コ﹅
誘

拐
者
に
引
率
さ
れ
て
ゾ
ロ
ゾ
ロ
や
っ
て
来
る
。

　
三
千
人
の
内
に
は
、
自
己
の
暗
い
過
去
の
影
か
ら
逐

わ
れ
て
自

棄

で
飛
込
ん

で
来
る
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
学
生
、
店
員
、
職
工
の
中
途
半
端
の
者
や
、
地

方
の
都
会
農
村
か
ら
成
功
を
夢
み
て
漫
然





と
大
都
会
へ
迷
い
出
た
者
が
、
大
部

分
だ
か
ら
、
頭
は
相
応
に
進
ん
で
居
て
、
理
窟
は
判
っ
て
居
て
も
、
土
木
工
事

の
荒
仕
事
に
は
不
向
だ
。
加
之





圧
搾
機
械
の
様
な
方
法
で
搾
ら
れ
る
ん
で
は
、

到
底
耐
っ
た
も
の
で
無
い
。
朝
、
東
の
白
む
の
が
酷

使







の
幕
明
で
、
休
息
時

間
は
碌
に
な
く
、
ヘ﹅
ト﹅
ヘ﹅
ト﹅
に
な
っ
て
一
寸
で
も
手
を
緩
め
様
も
の
な
ら
、
午

頭

馬

頭

の
苛
責
の
鉄
棒
が
用
捨






な
く
見
舞
う
。
夕
方
ヤ
ッ
ト
辿
り
着
く
宿
舎
は
、

3



束
縛
の
点
で
は
監
獄
と
伯

仲







で
も
、
秩
序
や
清
潔
の
点
で
は
到
底





較
べ
も
の

で
無
い
。
監
獄
部
屋
の
名
称
は
、
刑
務
所
の
方
で
願
下
げ
を
頼
み
込
む
に
相
違

な
い
。

　
搾
り
粕
の
人
間
の
窶



れ
死
は
、
ま
だ
ま
だ
幸
福
な
方
で
、
社
会
　
裟
婆
　
で

云
え
ば
国
葬
格
だ
。
未
だ
搾
り
切
れ
ず
に
幾
分
の
生
気
を
剰



し
て
居
る
人
間
は
、

苦
し
紛



れ
に
反
抗
も
す
る
、
九
死
に
一
生
を
求
め
て
逃
亡
も
企
る
。
而
も
其
結

果
は
恒
常





、
判
で
捺
し
た
様
に
、
唯
一
の
「
死
」
。
其
死
の
形
式
は
、
斬
殺
、

刺
殺
、
銃
殺
は
寧



ろ
お
情
け
の
方
で
、
時
に
は
鬱
憤
晴
し
、
時
に
は
衆
人





へ
の

見
せ
し
め
に
、
圧
殺
、
撲
殺
、
一
寸
試
し
や
焚
殺
も
行
わ
れ
る
。
徒
党
を
組
ん

だ
失
敗
者
は
時
に
一
緒
に
十
五
、
六
人
鏖
殺






さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
此
世
界
で
は
斯
る
男
性
的
な
、
率
直
な
方
法
が
、
何
の
障
碍






も
無
く
行
わ
れ

る
の
で
詐
欺
、
放
火
、
毒
殺
な
ど
の
女
性
的
な
、
迂

曲







い
方
法
は
流

行

ら
ぬ
、

此
世
界
で
は
良
心
や
温
情
は
罪
悪
で
あ
る
、
正
義
や
涙
は
篦
棒






で
あ
る
。
腕
力
、

脅
威
が
道
徳
で
、
隠
忍
、
狡
滑
が
法
律
で
あ
る
。
殺
人
、
傷
害
、
凌
辱
、
洞
喝

が
尋
常
茶
飯
事
で
、
何
の
理
由
も
無
く
平
気
で
行
わ
れ
、
平
気
で
始
末
さ
れ
る
、

淫
売
窟
に
性
道
徳
が
発
達
し
な
い
如
く
、
斯
る
殺
人
公
認
の
世
界
に
は
探
偵
小

説
が
生
じ
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
山
田
と
い
う
男
は
、
早
稲
田
に
居
る
内
、
過
激
思
想
に
か
ぶ
れ
、
矯
激
な
行

動
を
や
っ
た
の
で
半
途
で
抛
り
出
さ
れ
た
上
、
女
の
事
か
ら
自
棄
に
な
っ
て
、

死
ぬ
積
り
で
飛
込
ん
で
来
た
丈
に
中
々
負
け
て
は
居
な
い
が
、
力
づ
く
で
は
何

と
も
な
ら
ぬ
。
思
想
の
宣
伝
で
行

っ
付
け
て
や
る
の
だ
と
予
々






言
っ
て
居
て
、

随
分
自
分
も
御
説
教
を
聞
か
さ
れ
た
も
の
だ
。
夫
で
も
虐
待
に
は
熟
々






や
り
切

れ
ぬ
と
見
え
て
、

「
来
る
ッ
て
エ
な
ア
何
時
だ
ろ
う
ナ
、
な
ま
じ
聞
か
さ
れ
た
丈
に
待
遠
う
で
仕

方
が
ね
エ
」

「
御
同
様
サ
、
今
日
聞
き
込
ん
だ
が
、
二
、
三
日
前
に
這

入

っ
て
来
た
バ﹅
ツ﹅
ク﹅

の
（
東
京
下



り
の
ハ
イ
カ
ラ
）
生



ッ
白

れ
エ
給
仕
上
り
の
野
郎
に
聞
い
た
ん
だ

が
、
議
会
で
政
府
の
ア
ラ
捜
し
よ
り
能
の
無
え
議
員
が
、
大
分
鋭
く
監
獄
部
屋

の
件
で
内
務
大
臣
に
喰
っ
て
掛
っ
た
そ
う
な
、
責
任
塞
げ
に
で
も
、
役
人
に
調

査
材
料
を
集
め
に
派

遣

す
の
だ
と
サ
。
何



れ
議
会
の
開
期
中
だ
か
ら
、
左
様
遠

く
も
あ
る
め
エ
、
然
し
ネ
、
オ
イ
、
斯
様





一
目
瞭
然
の
事
実
を
山
の
鬼
共
は
ど

う
糊
塗





す
積
か
ナ
ア
、
一
寸
思
案
が
付
か
ね
エ
が
ナ
ア
」

「
奴
等
は
一
筋
縄
で
も
十
筋
縄
で
も
行
か
ね
エ
悪
党
の
寄
集
り
だ
か
ら
、
何



れ

直


に
御
辞
儀
は
仕
ま
い
が
、
俺
な
ど
が
来
て
随
分
鼓
吹





宣
伝
し
た
為
に
第
一
此

方
等
が
今
迄
の
人
間
見
て
エ
に
黙
ら
さ
れ
ち
ゃ
ア
居
ね
エ
、
思
う
存
分
役
人
の

前
で
ス
ッ
パ
抜
い
て
や
る
か
ら
、
何
と
遣
繰






し
た
っ
て
、
ど
う
辻
褄
が
合
う
も

の
か
ヨ
、
隣
の
飯
場
に
居
る
玉
の
井
の
淫
売
殺
し
を
や
っ
た
木
村
ッ
て
ノ
ッ
ポ

が
居
る
だ
ろ
う
、
彼
奴
も
誰
が
何
と
云
お
う
と
喋
舌





り
立
て
て
や
る
と
言
っ
て

た
サ
、
四
、
五
人
が
先
棒
に
な
っ
て
喋
舌
れ
ば
、
後
は
皆
元
気
付
い
て
口
が
開

け
る
だ
ろ
う
、
左
様
す
り
ゃ
蜂
の
巣
を
突
ッ
つ
い
た
様
な
も
ん
だ
、
二
百
や
三

百
の
上
飯
台








の
悪
党
共
が
ジ
タ
バ
タ
し
た
っ
て
何
様
な
る
も
ん
か
、
生
命
を
投

出
し
て
り
ゃ
何
ア
ニ
！
」

　
被
害
者
の
希
望
、
歓
喜
は
、
虐
待
者
の
憂
慮
で
あ
る
。
人
々
の
希
望
が
日
を

逐
う
て
潮





の
如
く
高
ま
る
と
共
に
、
上
飯
台
の
連
中
や
幹
部
連
の
凄
惨
な
顔
色

は
弥
々






深
く
な
る
。
只
で
も
油
断
の
な
い
眼
は
耀





を
増
し
、
耳
は
益
々
尖
っ
て

来
る
。

「
又
今
日
も
親
方
連
は
会
議
室
へ
集
っ
て
る
が
、
念
入
と
見
え
て
、
可
成
長
く

4監獄部屋



か
か
っ
て
る
な
。
一
番
性
の
悪
い
、
残
酷
な
閻
魔
の
親
爺





が
、
此
二
、
三
日
の

気
の
荒
さ
ッ
ち
ゃ
無
え
そ
う
だ
、
だ
が
独
り
ぼ
ッ
ち
に
な
る
と
時
々
溜
息
突
い

て
る
っ
て
話
だ
、
余
ッ
程
気
に
な
る
ん
だ
ろ
う
」

「
夫
り
ゃ
ア
奴
等
だ
っ
て
悪
い
事
た
ア
百
も
承
知
の
上
だ
か
ら
気
に
も
な
り
ゃ

ア
、
溜
息
も
突
こ
う
サ
…
…
黙
ッ
た
黙
ッ
た
帝
釈
天
だ
」

「
ヤ
イ
ヤ
イ
、
此
奴
等
ア
又
怠
け
や
が
る
ナ
、
何
に
言
ッ
て
や
が
っ
た
ん
だ
、

エ
エ
、
オ
イ
（
と
山
田
に
向
っ
て
）
生
公






、
何
の
相
談
を
し
や
が
っ
た
ん
で
イ
」

「
ウ
ン
、
何
も
話
な
ん
か
仕
や
し
無
え
や
」

「
何
ヨ
、
手
前
は
一
体
生
意
気
だ
ぞ
、
オ
ダ
上
げ
る
と
焼
き
ヨ
入
れ
て
や
る
ぞ
、

夫
か
ら
手
前
達
、
今
日
は
特
別
に
早
引
け
で
五
時
限
り
に
し
て
遣

る
か
ら
、
其

跡
で
持
場
や
、
部
屋
の
居
廻
り
ヨ
念
入
り
に
片
付
け
て
掃
除
を
し
ろ
、
夫
か
ら

モ
一
つ
言
っ
て
置
く
が
ナ
、
手
前
達
、
物
を
言
う
に
ゃ
ア
、
よ
う
く
後
前






ヨ
考

え
て
ぬ
か
せ
、
ウ
ッ
カ
リ
顎
叩
く
と
飛
ん
で
も
無
え
間
違






に
な
る
ぞ
、
後
で
、

吠
え
面



か
か
ね
エ
様
に
し
ろ
、
大
事





に
使
や
ア
一
生
あ
る
生
命
だ
ア
、
勿
体






な

く
す
る
な
」

　
呶
鳴
続
け
、
睨
め
付
け
て
ノ
ソ
リ
ノ
ソ
リ
往
っ
て
了
う
と
、

「
一
生
あ
る
生
命
に
は
違





ね
え
が
、
其
一
生
が
平
均
三
ヶ
月
て
ん
だ
、
晩



か
れ

早
か
れ
で
同
じ
事
だ
」

「
然
し
あ
ん
な
に
駄
目
を
押
し
て
、
予
防
線





を
さ
す
ッ
て
エ
な
ア
何

様

せ
例



も

の
洞
喝






だ
ろ
う
が
　
　
奴
等
も
大
部
こ
た
え
た
ら
し
い
ナ
」

「
オ
イ
オ
イ
、
夫
れ
よ
り
や
早
引
け
の
掃
除
ッ
て
な
ア
、
弥
々






明
日
に
な
っ
た

ん
だ
ぜ
」

「
そ
れ
サ
、
己



も
先
刻





か
ら
其
奴
を
言
お
う
と
思
っ
て
た
ん
だ
、
何
し
ろ
難
有





て
エ
難
有
て
エ
、
ア
、
助
っ
た
ナ
ア
」

　
と
歓
喜
の
色
は
一
同





の
顔
に
漲





っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
山
の
幹
部
連
中
は
前
の
晩
か
ら
十
何
里
距





っ
た
汽
車
の
着
く
町
迄
出
迎






に
出

か
け
て
居
る
、
留
守
は
上
飯
台
の
連
中
が
、
取
片
付
け
に
吾
々
を
追
廻
し
乍
ら

も
、
口
で
は
夫
れ
と
な
く
、
裏
切
り
を
す
れ
ば
生
命
は
無
い
ぞ
と
脅
す
の
を
忘

れ
な
か
っ
た
。
然
も
眉
間
の
間
に
は
心
配
と
反
抗
と
の
混

交

っ
た
凄
味
を
漂
わ

せ
て
居
る
。
一
方
吾
々
下
飯
台
の
方
は
、
幾
月
に
も
斯

様

な
お
手

柔







な
こ
き

つ
か
わ
れ
方
に
遭
遇





さ
な
い
の
で
、
却





て
拍
子
抜
が
し
て
、
変
て
こ
だ
が
遉





に

嬉
し
さ
は
顔
や
科





に
隠
さ
れ
ぬ
。
殊
に
山
田
の
ハ
シ
ャ
ギ
方
は
随
分
目
に
つ
く

の
で
、
何
か
な
け
れ
ば
良
い
が
と
思
わ
せ
る
。

　
午
前
十
一
時
頃
、
見
張
の
者
か
ら
巡
察
官
の
一
行
が
二
里
程
先
の
「
五
本
松
」

の
出
端
に
見
え
た
と
の
報
せ
は
、
殆
ん
ど
万
歳
を
喚
起






す
程
の
感
激
を
生
じ
た
。

「
エ
、
オ
イ
、
あ
と
一
時
間
だ
。
タ
ッ
タ
一
時
間
だ
」

　
中
に
は
髯
だ
ら
け
の
顔
の
中
に
光
っ
て
る
双
の
眼





に
涙
を
た
た
え
、
夫
れ
が

葉
末
の
露
と
髯
に
伝
わ
る
、
と
い
う
光
景
も
あ
る
。

　
緊
張
の
一
時
間
、
希
望
の
六
十
分
は
直



経
過
し
て
、
約
四
、
五
十
人
の
出
迎

人
に
護
衛
さ
れ
た
、
官
憲
一
行
の
馬
車
が
到
着
し
た
。

　
脚
本
「
検
察
官
」
の
幕
切
は
、
国
王
の
権
威
を
代
表
し
た
官
憲
一
行
の
到
着

を
知
ら
せ
る
大
礼
服
の
士
官
が
現
わ
れ
る
所
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
今
は
二
十

世
紀
、
茲



は
日
本
国
だ
け
に
厳



め
し
い
金
ピ
カ
で
無
い
か
ら
、
何
れ
も
黒
の
モ

ー
ニ
ン
グ
に
中
折
帽
で
、
扮
装






丈
で
は
長
官
も
属
官
も
区
別
は
つ
か
ぬ
。
山
の

主
任
連
は
フ
ロ
ッ
ク
に
絹
帽
子








乃
至





山
高
で
、
親
方
連
も
着
つ
け
な
い
洋
服
の

カ
ラ
ー
を
苦
に
し
乍
ら
、
堅
い
帽
子
を
少
し
阿

弥

陀

に
被
っ
て
ヒ
ョ
コ
ス
カ
歩

廻
っ
て
は
叱
言





を
連
発
し
て
居
る
、
大
分
恐
入
っ
て
る
風
に
見
え
る
。
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や
が
て
、
彼
是






十
人
計





の
一
行
は
主
任
の
先
導
で
、
休
憩
室
に
宛
て
ら
れ
た

事
務
所
の
二
階
へ
歩
を
移
し
た
、
其
時
に
順
に
な
っ
た
の
で
、
役
人
の
親
玉
と

次
席
と
其
次
位
は
判
別
で
き
た
。
隊
長
は
案
外
見
立
の
な
い
瘠
せ
男
だ
が
、
遉





に
怜
悧
想







な
、
底
光
り
の
す
る
眼
付
で
あ
っ
た
、
次
席
に
六
尺
近
い
、
い
い
恰

幅
の
、
一
寸
関
取
と
言
い
た
い
様
な
体
格
の
所
へ
、
真
黒
な
頬
髯
を
蓄
え
て
る

丈
に
、
実
に
堂
々
た
る
偉
丈
夫
だ
、
只
左
の
中
指
に
太
い
印
形
付
き
の
黄
金
指

環
が
変
に
目
に
つ
い
た
、
其
次
の
男
は
中
肉
中
背
の
若
い
男
だ
が
、
体
の
科





か

ら
、
互
の
会
話
振
か
ら
一
人
で
切
廻
し
た
が
る
才
子
風
の
所
が
ア
リ
ア
リ
と
現

わ
れ
て
居
る
。
其
後
か
ら
は
秩
序
も
な
く
六
、
七
人
が
随
い
て
ゆ
く
。
何
れ
も

威
張
れ
る
所
で
精
々
威
張
り
貯
め
て
置
こ
う
と
い
う
、
マ
ア
マ
ア
罪
の
な
い
連

中
ら
し
い
。

　
午

餐

が
ど
ん
な
御
馳
走
だ
っ
た
か
判
ら
ぬ
が
、
何
れ
小
賄
賂
の
意
味
で
、
出

来
る
丈
の
珍
味
を
並
べ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
今
度
は
流
石
に
今
迄
の
様
に
変
な
女

を
御
給
仕
に
出
す
こ
と
は
差
控
え
た
ら
し
い
。

　
午
後
一
時
に
総
員
広
場
に
集
れ
の
布

令

が
廻
っ
て
、
時
は
愈






目

睫







に
迫
っ

た
。
山
田
は
蒼
白
く
な
っ
て
は
度
々
水
で
口
を
濡
し
な
が
ら
「
サ
ア
往
こ
う
」

と
昂
然
と
し
て
言
う
。

　
三
千
人
と
一
ト
口
に
言
う
が
、
大
し
た
も
の
だ
、
要
所
要
所
に
上
飯
台
の
連

中
を
配
置
し
、
寸
分
も
足

掻

き
を
効
か
せ
ま
い
と
行
届
い
た
手
配
だ
。
然
し
此

三
千
人
の
口
に
は
何
様
し
て
手
を
宛
て
ら
れ
る
か
と
私
は
他
人
事
な
が
ら
案
じ

ら
れ
て
、
背
延
び
を
し
て
幹
部
の
方
を
見
た
が
、
謹
慎
の
象
徴
の
様
に
固
く
な

っ
て
る
の
が
見
え
た
丈
だ
。

　
山
の
主
任
が
立
上
っ
て
、
内
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
河
内







参
事
官
を
紹
介

し
、
何
か
不
平
で
も
希
望
で
も
あ
ら
ば
申
立
て
る
様
仰
せ
ら
れ
た
か
ら
、
其
旨

申
伝
え
る
と
述
べ
て
着
席
す
る
。
大
河
内
参
事
官
は
、
痩
ッ
ぽ
ち
の
体
に
似
合

わ
ず
、
吃
驚






す
る
程
の
大
声
で
訓
示
を
始
め
た
。
良
く
透
る
歯
切
れ
の
い
い
弁

で
、
内
容
を
平
易





く
要
領
よ
く
述
立
て
る
所
は
流
石
に
と
思
わ
せ
た
。
当
局
に

於
い
て
は
虚
心
平
気
で
実
地
の
真
情
を
審



さ
に
調
査
報
告
し
、
改
良
す
べ
き
点

あ
り
と
認
む
れ
ば
、
飽
迄






も
之
が
改
善
を
命
ず
る
の
で
あ
る
、
腹
蔵
な
く
述
る

が
よ
い
、
世
評
が
嘘

伝

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
と
述
べ
た
。

　
参
事
官
が
椅
子
に
つ
く
か
つ
か
ぬ
に
、
私
か
ら
三
人
目
に
居
た
山
田
が
、
何

か
述
立
て
よ
う
と
す
る
と
、
直

後







に
見
張
っ
て
居
た
帝
釈
天
の
谷
口
が
、
後

か
ら
肩
口
を
握



ん
で
小
突
い
た
、
す
る
と
壇
上
の
椅
子
に
居
た
次
席
の
偉
丈
夫

山
本
さ
ん
が
突
立
上
っ
て
、
谷
口
を
睨
め
底
力
の
あ
る
声
で
叱
り
付
け
た
。

「
君
は
誰
か
、
何
故
発
言
を
妨
げ
る
か
、
今
参
事
官
閣
下
の
言
わ
れ
た
事
が
判

ら
ん
か
止
め
な
さ
い
」

　
と
威
厳
あ
る
一
ト
睨
で
、
帝
釈
天
は
凹



ん
で
面
を
ふ
く
ら
せ
た
の
は
、
溜
飲

が
下
っ
た
。
山
本
さ
ん
は
更
に
主
任
達
の
方
を
向
い
て
、

「
今
の
妨
害
者
は
当
現
場
の
監
督
者
側
の
人
と
す
る
と
、
此
際
彼

の
様
な
挙
動

は
、
貴
方
達
に
却
て
不
利
益
で
す
ぞ
」

　
と
決
め
付
け
た
。
主
任
と
閻
魔
と
閉
口
し
つ
つ
弁
解
が
ま
し
く
、
述
立
て
よ

う
と
す
る
の
を
耳
に
も
か
け
ず
、

「
今
の
発
言
者
、
遠
慮
な
く
述
べ
な
さ
い
」

　
之
に
勢




づ

い
た
山
田
は
感
激
に
満
ち
て
滔
々






と
述
べ
た
、
如
何
に
無
道
徳
で
、

如
何
に
残
酷
で
、
如
何
に
悲
惨
で
あ
る
か
を
、
実
例
を
引
き
引
き
巨
細





に
訴
え

た
。
一
同
は
山
田
が
自
分
達
を
代
表
し
て
弁
じ
て
呉
れ
る
と
し
て
肯
定
の
色
に

満
ち
満
ち
た
。
続
い
て
淫
売
殺
し
の
木
村
も
案
の
定
立
ち
上
っ
て
喋
舌
っ
た
が
、

弁
舌
で
は
山
田
に
及
ば
な
い
が
、
例
証
を
挙
げ
る
こ
と
の
綿
密
な
の
に
は
誰
も

彼
も
「
よ
く
マ
ア
」
と
感
服
し
た
。
無
論
陳
述
は
属
官
が
、
一
語
も
洩
さ
ず
速

記
し
て
居
る
。
一
方
主
任
連
の
凹
み
方
ッ
た
ら
無
い
。
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勢
を
得
た
の
で
七
、
八
人
の
者
が
続
い
て
訴
え
た
が
、
其



了


っ
た
の
は
三
時

に
も
な
っ
た
だ
ろ
う
。
ス
ル
と
参
事
官
が
立
上
っ
て
、
大
体
要
領
は
得
た
、
更

に
何
か
変
っ
た
、
新
し
い
方
面
の
訴




は

無
い
か
と
尋
ね
た
。

　
み
ん
な
が
絶
叫
し
、
獅

子

吼

し
た
あ
と
で
は
あ
り
、
別
に
新
し
い
種
も
な
い

の
で
、
誰
も
口
を
き
く
者
も
な
か
っ
た
の
に
、
一
人
の
十
八
、
九
の
若
僧
が
出

し
ゃ
張
っ
て
、
何
う
変
り
栄
え
も
せ
ぬ
事
を
、
ク
ド
ク
ド
と
東
北
弁
で
述
べ
た

時
…
…
実
に
其
時
だ
っ
た
…
…
。

　
壇
上
の
席
に
突
ッ
立
上
っ
た
大
河
内
参
事
官
閣
下
が
、
破
れ
鐘
の
様
な
大
声

で
呶
鳴
っ
た
。

「
黙
り
や
が
れ
ッ
、
七



ッ
く
ど
い
ッ
」

　
若
僧
は
一

縮







に
な
る
、
一
同
呆
気
に
と
ら
れ
て
ポ
カ
ー
ン
と
し
た
儘
、
咳

払
い
一
つ
聞
え
ぬ
。

「
黙
ら
ね
え
か
、
五

月

蠅

エ
や
、
何
ン
だ
、
言
う
事
ア
夫
れ
ッ
切
り
か
、
下
ら

無
エ
同
じ
事
を
ツ
ベ
コ
ベ
ツ
ベ
コ
ベ
、
ぬ
か
し
や
が
っ
て
耳
が
草
臥





れ
ら
ア
、

コ
ウ
手
前





達
ア
、
此
山
に
居
な
が
ら
此
山
の
讒
訴





を
し
や
が
っ
て
夫
れ
で
済
む

か
、
山
に
も
ナ
、
楠
孔
明










が
控
え
て
ら
ア
、
一
番
灰

汁

洗
い
を
喰
わ
せ
た
ん

だ
ゾ
。
俺
は
参
事
官
で
も
四
時
間
で
も
無
エ
、
高
間
の
初
蔵
と
い
う
者
だ
。
手

前
達
の
内
に
良
く
ね
エ
企
ら
み
を
為
る
奴
が
あ
る
の
で
、
偽
勅
使
で
一
杯
引
ッ

掛
け
た
タ
ア
真
逆





に
気
も
付
く
め
エ
、
智
慧
の
足
り
無
エ
癖
に
口
許





達
者
に
ベ

ラ
ベ
ラ
喋
り
や
が
っ
て
、
今
に
其
舌
の
根
ッ
子
オ
引
ン
抜
い
て
や
る
か
ら
待
っ

て
ろ
ヨ
。
今
手
前
達
の
言
立
て
は
す
っ
か
り
速
記
に
と
っ
て
あ
る
か
ら
夫
に
つ

い
て
言
抜
は
又
幾
何
で
も
考
え
ら
れ
ら
ア
、
馬
鹿
野
郎
共
め
」

　
山
本
さ
ん
も
立
上
っ
て
呶
鳴
っ
た
。

「
獣




め

、
口
先
計





達
者
で
、
腕
力





も
無
け
り
ゃ
智
慧
も
ね
エ
、
様



ア
見
や
が
れ
、

オ
イ
、
閻
魔
ッ
、
今
頬
桁






叩
き
や
が
っ
た
餓
鬼
共
ア
、
グ
ズ
グ
ズ
言
わ
さ
ず
　

　
見
せ
し
め
の
為
だ
　
　
早
速
片
付
ち
ま
い
ね
エ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
山
田
を
始
め
七
人
の
運
命
は
、
何
の
疑




を

挟
む
余
地
も
な
く
、
簡
単
に
、
礙



滞


な
く
、
至
極
男
性
的
に
、
明
白
に
処
断
さ
れ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。

　
一
週
間
後
、
内
務
省
参
事
官
の
一
行
が
、
道
庁
の
警
察
部
長
を
先
導
に
乗
込

ん
だ
時
に
は
、
気
抜
し
た
萎



け
た
被
虐
待
者
か
ら
、
疑
惑
に
満
ち
た
冷
眼
で
視

ら
れ
た
丈
で
、
一
言
の
不
平
も
、
一
片
の
希
望
も
聴
き
取
れ
ず
に
引
き
上
げ
た
、

而

し
て
本
省
へ
の
報
告
に
、

「
世
間
伝
う
る
如
き
、
所
謂






監
獄
部
屋
の
虐
待
惨
酷
は
、
精
査
の
結
果
、
之
を

認
む
る
能



わ
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
新
青
年
〉
大
正
十
五
年
三
月
号
発
表
）
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